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21 世紀への確かな 足ど り
新 し い 情 報 発 進 基 地 の 建 設 へ

統
合
新
庁
舎
建
設
設
計
プ
ラ
ン
完
了

昭
和
5
7年
に
始
ま
り
ま
し
た
統
合
新
庁
舎
の
確
誣
構
想
は
、
計
画
の
最
終
段
階
を
迎

え
、
実
施
設
計
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
1
0年
間
、
社
会
情
勢
は
激
し
く
変
化
し
、
将

来
予
測
の
修
正
な
ど
も
必
要
な
時
期
で
し
た
。
し
か
し
、
新
庁
舎
の
建
設
に
関
し
て
、

様
々
な
議
論
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
区
議
会
で
の
慎
重
な
書
議
、
加
え
て
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
計
画
へ
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
遲
設
設
計
図
が
で

き
あ
が
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、こ
の
基
本
と
な
る
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

設
計
プ
ラ
ン
の
考
え
方

統
合
新
庁
舎
の
建
設
設
計
プ

ラ
ン
の
基
本
に
な
る
考
え
方

は
、
次
の
I
項
目
で
す
。

①
区
政
運
営
の拠

点
と
し
て

議
会
制
民
主
主
義
に
棊
づ
く

地
方
自
治
制
度
が
定
着
し
て
、4
5

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

大
い
な
る
可
能
性
を
秘
め
。

2
1
世
紀
に
飛
躍
が
期
待
で
き
る

足
立
区
政
。統
合
新
庁
舎
は
そ

の
行
政
運
営
の
拠
点
と
し
て
、

機
能
強
化
と
議
会
活
助
の
円
滑

性
の
確
保
を
図
る
も
の
で
y
。

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

基
地
と
し
て
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
手
段

と
し
て
は
、
人
手
に
よ
る
一
極

集
中
型
と
、
機
械
化
に
よ
る
地

域
分
散
型
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
区
民
事
務
所
な
ど

の
地
域
行
政
機
関
夸
充
実
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
計
画
で
す
。そ
の
基
地
と
な

る
の
が
新
庁
舎
で
す
。

③
区
民
交
流
の広

場
と
し
て
　

庁
舎
が
、議
会
棟
と
行
政
事

務
所
で
構
成
さ
れ
て
い
た
時
代

は
既
に
終
わ
っ
た
、と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
庁
舎
は
、人
々

が
集
ま
る
場
所
と
し
て
、
情
報

と
心
の
交
流
が
で
き
る
、活
気

の
あ
る
広
場
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
た
も
の
が
必
要
で
す
。

今
後
の
日
程

建
設
設
計
図
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
の
で
、
次
は
い
よ
い
よ

建
設
工
事
で
す
。
建
設
業
者
と

の
契
約
な
ど
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
今
年
の
7
月
に
は
着
工

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

完
威
は
、
平
成
8
年
3
月
の

予
定
で
す
。今
後
と
も
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西側(上)と南側から見た
統合 新庁 舎の 完 成模型 図

設計プランなど、統
合新庁舎の建設に関す
ることは、本庁舎( 千
住) ・庁舎建設室へお
問い合わせください。

3882- 1111㈹

特
報 足立区は、

放送大学学習センタ ーを
誘致し ました。

開 校は、平成5 年4 月 です。
くわしく は「あ だち広 報」2月15日 号でお知らせします
問合せ 先 本庁舎( 干住) ・生涯教育推進課

3882- 1111 ㈹

仮

称
東綾瀬公園プール・
ア イ ス ス ケ ー卜 場

愛
称
を
大
募
集

区
内
に
初
め
て
、
プ
ー
ル
に

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
を
併
設
し

た
施
設
が
、
東
綾
瀬
公
園
内
に
6

月
下
旬
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

開
閉
式
ド
ー
ム
の
室
内
プ
ー
ル

と
、
深
さ
が
異
な
る
1
つ
の
屋

外
プ
ー
ル
。
屋
外
プ
ー
ル
は
、

冬
季
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

と
な
り
ま
す
。

こ
の
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ス
テ
キ
な
愛
称
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
動

の
方

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、職
業
、一
`
話
　

番
号
、
愛
称
名
と
理
由
を
明

記
(
1

枚
1

点
に
限
る
)

申
込
期
限
2

月
8
日
消
印
有

効
寮
愛
称
採
用
者
お
よ
び
応

募
者

の
中
か
ら
抽
選
で
2
0
人
の
万
に

、

記
念
品
を
差
し
上
げ
欒
歹
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
体
育
課

〒
圀
千

住
1
1
4
1
1
8

酋
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

(
仮
称
)
東
綾
瀬
公
園
プ
ー
ル
・

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
全
景

元気 な〝ADACHI 〟
は

あな た の〝声〟から
区 政 モ ニ ター 募 集

2
1世
紀
に
向
か
い
、
足
立
区

を
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て

い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
、憲

見
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
要
領
で
区
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い

。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
連
絡
会

議
等
へ
の
出
席
(
平
日

、年
4

回
程
度
)
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
　

の
回
答
(
年
3
回
程
度
)
▽
　

施
設
見
学
会
へ
の
参
加
(
年
　

1
回
程
度
)
▽
区
政
全
般
　

に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
　

要
望
蓴
の
提
出
(
随
時
)
▽
　

そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の
協
力

任
期
4
年
4
月
～
5
年
3
月

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
条

件
奎
襾
た
す
方

▽
平
成
4
年
4
月
1
日
現
在

満
2
0歳
以
上

▽
足
立
区
に

引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
居
住

し
て
い
る
(
日
本
語
が
で
き

る
外
国
人
を
含
む
)

▽
都

内
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員

で
な
い

募
集
人
数
5
0
人

謝
礼

▽
会
議
出
席
:
i
回
3
　

千
円

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

:
i
回
千
円

応
募
方
法
2

月
1
0日
ま
で
に

電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)・
広
聴
相
談
担
当

B
(
　
8
8
2
T
1
1
1

㈹

葦
立
ち

冬
睛
れ
の
日
が
続
き
、
お

だ
や
か
な
日
常
が
も
ど
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、

そ
の
青
空
り
ぞ
つ
に
さ
わ
や

か
な
朗
報
が
届
き
ま
し
た

。N
H
K

慇

筆
(
学
の
学
習
セ

ン
タ
ー
が
足
立
区
に
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

足
立
区
は

、
他
の
自
治
体

に
先
駆
け

、
生
涯
学
習
社
会

実
現
の
た
め

、「
生
涯
学
習
推

進
計
画
」
を
策
定
し

、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た

。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
の

誘
致
は
、
永
年
の
悲
願
で
し

た

。
こ
の
夢
が
実
現
し
た
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
社

会
の
展
開
に
大
忝
な
力
に
な

り
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
勉
強
で

き
る
の
で
、
多
く
の
人
に
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
開
か
れ
ま
す
。

「
私
は
職
業
に
つ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強

し
た
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
放

送
大
学
が
近
く
に
あ
れ
ぱ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
の
区
民

の
方
の
願
い
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

。

学
習
セ
ン
タ
ー
は

、
大
学

教
官
が
定
期
的
に
派
遣
さ
れ

て
授
業
を
行
う
施
設
で
す
。

「
学
ぶ
と
は
希
望
を
胸
に

き
ざ
む
こ
と

」
と
い
う
言
葉

の
よ
う
に
、
来
年
4
月
開
校

予
定
の
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
、

大
い
に
生
か
す
こ
と
を
期
待

し
ま
す

。区長

古性直
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所得税・住民税の申告は正しくお早めに

2 月17 日 から3 月16 日 ま で

3 月に入りますと
窓口は大変混雑しま
すので。申告魯の提
出やご相談は早めに
お願いします。また。2
月16 日( 日) は、郵

送等による収受のみ
を行っています。

所
得
税

所
得
税
の

確
定
申
告
が

必
要
な
人

①
平
虞
3
年
中
の
f
t
菓
所

得
や
不
勣
産
所
剱
な
ど
各
種

所
晋

顧

の
合
計
額
が

、
基

礎
控
除
や
扶
裏
控
除
な
ど
各

種
所
得
控
除
の
合
計
搴
よ
り

多
い
人

②
給
与
所
得
が
あ
る
人
で

次
の
要
件
に
骸
当
す
る
人

▽
平
虞
3
年
中
の
給
与
収
入

が

、1
千
沺
万
円
を
超
え

る
人

▽
給
与
以
外
に
2
0万
円
を
超

え
る
所
耨
が
あ
る
人

▽
給
与
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら

鷽
け

、
年
末
嬲
痩

麌
済
ま

せ
て
い
な
い
給
与
が
あ
る

人
▽
同
族
会
杠
の
役
員
や
そ
の

観
族
な
ど
で

、
そ
の
法
人

か
ら
不
勳
産
の
侠
用
料
な

ど
哈
与
以
外
の

支
払
い
を

受
け
た
人

③
大
エ
・
左
覃

と
び
噺

な

ど
の
人
で

、
仕
事
先
か
一
定

し
て
い
な
い
人
や
所
得
税
を

原
泉
徽
収
さ
れ
て
い
な
い
人

印
土
地
や
建
勧
等
を
羂
渡

し
た
人

※
買
換
え
の

特
例
等
を

受

け

。
税
金
が
か
か
ら

な
い
場

合
で

も
申
告
が
必
燹
で
す

。

⑤
株
式
や
ゴ
ル
フ
会
員
権

な
ど
蚤
譲
渡
し
て

、
当
初
の

購
入

価
格
よ
り
譲
渡
価
格
が

高
い
人

確
定
申
告
書

の
提
出
場
所

所

轄
の
税
務
署
で
受
け
付

け
零

歹
。

▽
足
立
税
務
署

▽
西
新
井
税
筋
署

住
民
税

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

①
平
成
3

年
中
に
所
侭
か

あ
り

、
平
成
4
年
1
月
1

日

現
在

、
足
立
区
内
に
住
ん
で

い
る
人

②
足
立
区
外
に
庄
ん
で
い

て
も

、
区
内
に
事
務
所
や
事

業
所

、
家
飃
敷
か
蜃
9

人

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
い
人

①
税
筋
脣
に
確
足
申
告
す

る
人②

平
成
3

年
中
の
所
得
か

給
与
だ
け
で

、
給
料
か
ら
住

民
税
を
差
し
引
か
れ
て
い
る

人
③
平
嵎
3

年
中
に
所
得
の

な
か
っ
た
人

④
平
成
4

年
1
月
1

日
現

在
で

、
生
活
扶
助
奮

又
け
て

い
た
人

⑤
平
成
3

年
中
の
合
黔
所

得
が

、
〔(
控
除
対
象
配
偶
者

十
扶
養
観
族
+
1
)
×
3
4万

円
+
4
万
円
〕以
下
哭

非
課
税
の
人
も

申
告
に
ご
協
力
を

申
告
の
必
要
が
な
い
③
～

⑤
に
該
渤
す
夭

で
も

、
非

課
税
証
明
S
の
発
行
や
国
民

年
金
・
国
民
僵
康
保
険
の
基

礎
賣
料
に
な
り
汞

す
の
で

、

こ
の
磯
会
に
住
民
税
の
申
告

奮

ご
れ
る
さ
つ
、
ご
協
力
を

お
願
い
し

求
す
。

住
民
税
申
告
書
の

提

出

場

所

区
霞
所
中
央
本
町

庁
舎
・

課
税
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ

い

。
郵
送
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

。

な
お

。
各
区
民
串
務
所
に

課
税
課
職
貝
が
1
日
間
出
張

し
て
孚
吁
付
け
尽
歹
。
日
程

は

「
あ
だ
ち
広
胛
2

月
S

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

所
得
控
除
欄
の

記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除

生
計
を
一
に
す
る
扶
喪
観
族

ま
な
は
配
偏
者
で

、
前
年
中
の

所
碍
が
3
5
万
円
以
下
で

、
他
の

親
族
の
扶
養

。
亊
業
専
従
者
に

な
っ
て
い
な
い
人
を
扶
養
し
て

い
る
と
き

。

そ
の
扶
養
し
て
い
る
人
の
状

況
に
よ
っ
て
呎
の
控
除
が
あ
り

ま
す
。

▽
一
般
の
扶
養
控
除

▽
瞬
書
者
控
除

▽
老
人
扶
養
控
除
(

大
正
H

年
1

月
1

日
以
前

生
ま
れ
の

人
)

▽
特
定
扶
養
親
族
控
除
(
昭
和
4
4

年
1
月
2
日
以
降
昭
和
5
1

年
1
月
1
日
以
愈

否
R

の

人
)

□
配

偶
者
特
別
控
除

申
告
者
の
合
計
所
辱
が
1
千

万
円
以
下
で

、
配
偶
者
か

次
の

場
合
に
該
当
し
ま
す

。

▽
平
成
3

年
中
の
所
瓣
が
7
0万

円
禾
良

▽
他
の
観
族
の
扶
養

、
亊
業
専

従
者
に
な
っ
て
い
な
い

□
社
会
保
険
料
控
除

平
成
3

年
中
に
支
払
つ
た
健

康
保
険
料
や
厚
生
1

畧

検
料

な
ど
で

、
国
民
健
康
保
険
料
、

国
民

隻

畧

険
料
も
該
当
し
ま

す

。

□
生
命
保
険
料
控
除

申
告
者
や
申
告
者
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者

、
そ
の
他
の

観
族
を
受
取

人
と
す
る
も
の

で

、
平
虞
3

年
中
に
支
払
っ
た

生
命
保
険
料

、
簡
易
保
険
料
が

諺
当
し
ま
す

。

ま

た
、
生
命
保
険
、
生
命
共

済
お
よ
び
郵
便
年
金
契
約
の
う

ち

、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る

個
人

年
金
契
約
に
つ
い
て

も
同

様
の

取
扱
い
に
な
n
ま

す

。

□
損
害
保
険
料
控
除

申
告
者
や

、
甲
告
者
冫
愚

計

を
一
に
す
る

配
偶
者
、
そ
の

他

の
観
族
が
所
有
し
て
い
る
家
屋

・
家
財
等

、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

人
の

身
体
に
傷
魯
を
受
け
た
場

合
に

、
保
険
金
も
し
く
は
共
済

金
が
支
払
わ
れ
る

損
害
保
険
契

約
等
に
係
わ
る
保
険
料
に
つ
い

て
該
当
し
ま
す

。

□
障
害
者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手

帳
を
お
持
ち
哭

。
寝
た
き
り

で
常
に
複
雑
な
介
霞
が
必
要
な

人
も
該
当
し
ま
す

。

□
寡
婦
・
寡
夫
控
除

6
5歳
以
下
(

昭
和
2

年
1
月
2

日
以

降
生
ま
れ
)
の
次
の
人

が
霞
芦
¥

ヂ

。

寡
婦

死
別

、
曜
婚
の
場
合
で

扶
養
親
族
の
あ
る
人

、
袤
た

は
合
計
所
郷
3
5万
円
以
下
の

子
夲
肴
す
る
人

。
ま
た

、
死

別
の
珊
合
は

、
こ
の
被
扶
養

者
が
い
な
い
人
で
も

。
ま
人

の
合
計
所
得
が
咽
万
円
以
下

な
ら
該
当
し
求
す
。

寡
婦
の
特
別
加
算

扶
養
し
て

い
る
子
が
あ
り

、
合
計
所
蕚

が
溺
万
円
以
下
の
募
婦
の
場

合
は

、
控
除
額
が
加
算
さ
れ

ま
す

。

寡
夫

妻
と
死
別
・
曜
婚
の
場

合
で

合
計
所
辱
3
5万
円
以
下

の
罕
を
有
し

、
本
人
の
合
計

所
寿
が
釧
万
円
以
下
哭

。

□
老
年
者
控
除

6
5綉

宣
(

昭
和
2

年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
)
で

、
合
計

所
得
が
1
千
万
円
以
下
哭

。

※
合
計
所
母
は

、
分
畊
譲
渡
所

辱
か
あ
る
婦
合

、
特
別
控
除
前

の
金
額
で
計
算
し
ま
す

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

還
付
申
告
に
つ
い
て

次
り
ぞ
刄

蕩

合
に
は
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
尽
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
し
て

く
だ

さ
い
。

□
平
成
3
年
中
に
助
務
先
を
退

噸
し
て
年
末
調
整
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人

□
医
凍
費
控
除
を
受
け
る
人

医
療
費
控
除
の

金
額
は
、
平

虞
3

年
中
に
燹
レ

た
医
療
費
か

ら
、
合
計
所
得
金
額
の
5
%

ま

た
は
1
0万
円
の
い

ず
れ
か
、
少

な
い
ほ
う
を
箆
し
引
い
た
金
額

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
出
席
竇

、
高
額
医
療

費
な
ど
健
康
保
険
等
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
は
、
医
家
賢
か
ら

疆
し
引
い
て
計
簍
し
ま
す
。

□
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人

居
住
用
の
家
屋
を
新
築
や
購

入
ま
た
は
増
改
築
を
し
た
場
合

で
す
。
た
だ
し
、
前
住
居
を
充

却
し
、
そ
の
年
の

確
定
申
昏
に

よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
賈
換
の
特

例
」
夲
受
け
た
人
は
、
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

□
そ
の
他
の
控
除

雑
損
控
除

盗
難
や
災
害
な
ど

に
あ
っ
た
場
合

寄
付
金
控
除

特
定
の
寄
付
を

し
た
場
合

確
定
申
告
を
し
て
還
付
み
な

る
控
除
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

が
、
控
除
奮

居
‥る
た
め
に
は

そ
れ
ぞ
れ
定
め
叭
れ
た
条
件
が

あ
り
、
申
告
に
は
添
付
S

糲
が

必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
。
税
筋
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
の
還
付
申

告
は
区
役
所
中
央
本
町
庁

舎
・
課
税
課
で
も
、
3
月
1
6

日
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

個
人
事
業
者
の
方
へ

消
費
税
の
申
告
と

納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

平
成
元
年
中
の

課
税
充
上
高

か
3

千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

哭
(

課
税
事
業
者
と
い
い
ま

す
。
<

注
>
参
照
)
は
。
平
成
4

年
1
月
3
1
日
(
火
)
ま
で
に
平

成
3

年
分
の
「
消
賢
税
確
定
申

告
魯
峇

作
既
し
て

、所
轄
の
税

務
署
に
提
出
し
て

ぐ
だ
さ
い
。

同
時
に
。
そ
の
消
費
税
額
の
納

付
を
お
願
い
し
李
歹
。

な
お
、
「
消
費

税
確
定
申
告
S

」
に
は
簡
易
課
税
用
と
一
般

用
の
2

種
拏
が
あ
ひ
ま
す
。

①
平
虞
元
年
中
の
課
税
売
上

高
が
!

億
円
以
下
の
課
税
事
業

者
で
、平
虞
元
年
中
に
「
消
費
税

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
S

」

を
提
出
し
て
い
る
人
は
。「
消
費

税

確
定
申
告
S
(

簡
易
課

税

用
)
」
夲
鳧
出
し
て

く
だ
さ
い

。

②
平
成
元
年
中
の
課
税
売
上

高
が
i

億
円
を
超
え
る
課
税
事

業
者
か
、
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
し
な
い
課
税
事
葉
者
、
ま
瓦

は
肩
付
を
受
け
吝
?

チ

る
課

税
事
業
者
は
。「
消
費
税
確
定
申

告
魯
(
一
般
用
)
」
を
鳧
出
し
て

く
だ
さ
い
。

<
注
>

「
課
税
事
業
者
」
と

は
、
次
の
人
を
い
い
ま
す
。

▽
平
虞
元
年
中
(
基
凖
期
間
)

の
課
税
充
上
高
が
1
千
万
円

を
超
え
る
亊
業
者

▽
平
成
元
年
中
の
課
税
充
上
高

が
1

千
万
円
以
下
の

亭
業
者

で
、「
消
費
税
課
税
事
藁
者
選

択
届
出
書
」
夲
攪

出
し
た
事

藁
者

お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

平
成
4
年
1

月
1
日
現
在
、

給
与
を
支
払
っ
て
い
る
方
で
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ

忝
万
は
。
給
与
支
払
報
告
S

を

区
市
町
村
長
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
早
め
に
提
出
し
て

ぐ
だ
さ

い
。

提
出
期
限
1

月
3
1日

問
合
せ
先

中
央
ぷ
町
庁
舎
・

特
別
微
収
係

(
3
a
o
)
5
0
9
1

退
職
者
の
方
ご
注
意
く
だ
さ
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
哭

か
退
職

す
る
と

、
住
民
税
は
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す

。

こ

れ
は

、
従
来
給
与
か
ら
匱

接
差
し
引
か
れ
て
い
た
住
民
税

が

、
退
職
に
よ
Q
勤
秘
先
の
紿

与
か
ら
差
し
引
く
こ
と
か
で

忝
な
く
な
{
だ

め
で
す

。
恥

付
番

が
屆
瘴
i
し
た
ら

、
納

め
忘
れ
な
い
ぶ
7

お
願
い
し

ま
す

。

納税は期限内に、
還付金は銀行払いで
確定申告にかかる所得税の納期限
は申告期限と同じ3 月16日です。
消費税の納期限は申告期限と同じ3
月31 日です。
住民碗の第1 回納期限は6 月30日
です。
期限までに納税を済ませてくださ
い。
なお、所得税・消費税の還付金は

銀行等への振込払いをご利用くださ
い。

お
め
で
と
う

が
ん
ば
っ
た
ね

区
で
は

、
文
化
活
動
や
体

育
活
励
な
ど
で
大
き
な
凧
果

を
収
め
た
り

、
特
に
た
た
え

ら

れ
る
曽
行
を
行
っ
た
区
内

宗

・
中
学
生
に
対
し

、
褒

寅
を
行
っ
て
い
ま
す

。
今

年

廣
も

、
次
の
小
・
中
学
生
の

皆
麌

か
が

、
区
長
褒
賞
を
受

爽
し
ま
し
た

。(
敬
称
略
)

□
文
化
行
事
・
中
学
生
・
団

体
の
部

第

十

四
中

吹

奏

楽
g
(
4
9

人
)

・・・
全

日

冰

吹

奏

桑
コ

ン

ク

ー

ル

・

中

学
の

郎

銀

賁

□

競

技

大
会

・
小

学

生

・
個

人

の

部

山
幸
(
花
保
小
)
・
・
全
国

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競

技
会
・
高
学
年
女
子
優
勝
/

灣
田
篤
史
(
西
伊
興
小
)
…
全

国
一
輪
車
競
技
大
会
・
4
0
0
m

小

学
3

年
以

下

優

勝
/

岩

田

手

が
(

鹿

浜
西

小
)

・・
・
同
タ

イ

ヤ

乗

り
レ

ー
ス

小

学
3

年

以

下

第
3

位
/

岡

部

大

智
(

興

冰

小
)

・・
・
同

ス

ラ

ロ

ー

ム

小

学
4

年
以

下

草

優
勝
/

近

藤

千

代
(

高

野

小
)

・・・
同

障

害
ト

ラ

イ
ア

ル
4

年
以

下

第
1
Q
/

濔
田

瑞

穂
(

西

伊

巽

小
)

・・・

片

足

走
行
5

・
6

年

優

勝
/

島

崎
理

奈
(

高

野
小
)

・・
向

ス

ラ

ロ

ー
ム
5

・
6

年

優

勝

□

競

技
大

会

・

中
学

生

・

個

人

の

部

田
端

司
(

第

五
中
T

全
国

一

輪

車
競

技

大

会

・
ス

ラ
ロ

I
ム
中
学
隲
優
勝
/
大
富
和

子
(
第
一
中
)
・
:
同
片
足
走
行

中
学
優
勝
/
龠
津
利
彰
(
第

1
4
中
)
・
・
・
国
民
体
育
大
会
・

4
0
0
m
自
由
形
優
勝
、同
4
0
0
m

個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝
/
古
林

廖
太
郎
(
西
新
井
中
T
全
国

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏

季
水
泳
競
技
大
会
・
1
3
1
1
4

歳
男
子
4
0
0
I
フ
リ
ー
リ
レ
ー

第
L
Q
/

佐
々
木
明
香
(
渕

江
中
)
・
:
同
1
1～
1
2
歳
女

子

嗔

尽
自
由

型

甼

必

□

競

技

大
会

・
小

学
生

・

団

体

の

部

田

中
ち

は

る
(

渕
江

小
)

、

野

口

朋
恵
(

樂

溯
口

小
)

・・
・
全

国

ジ

ュ
ニ

ア

ト
ラ

ン

ポ

リ
ン

競

技

会

・
団

体

高

学
年

女
子
F

位

□

競

技
大

会

・

中

学
生

・
団

体

の

部

第

十
四

中
(
4

人
)

・
・・
全
国

中

学

校

選
抜

水

泳

競

技

大

会

・

男
子

総

合

優

勝
/

第

十

四

中
(

叉
)

・・・
全

国

中

学

校
選
抜
水
泳
競
技
大
会
・
女

子
総
合
第
互
に
/
藤
本
優
子

(
竹
の
塚
中
)
。白
井
美
和
子

(
花
保
中
)
、和
井
田
佐
知
子
　

(
花
畑
巾
ご
=
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

競
技
大
会
・
1
3
～
1
4
歳
女
子

4
0
0
m
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
6
位

ま
た
、
こ
の
ほ
か
1
4
団
体
、
6
7

人
の

個
人
の
皆
さ
ん
か
教

育
委
貝
会
褒
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

《
教
育
委
員
会
》

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
得
税
は
平
成
3
年
分
、住
民
税
は

平成
4
年
度
か
ら
の
主
な
改
正
点

所
得
税
に
つ
い
て

□
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
改

正

平
成
3

年
4
月
1
日
以
後
に

居
任
す
る

住
宅
か
ら
適
用
さ
れ

ホ
ヂ

。
①
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る

借
入
金
等
の
竿
末
残
高
が
、
2

千
万
円
か
ら
!
千
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
控
除

額
の
計
算
方
法
か
上
表
の
と
お

り
に
改
め
ら
れ
声
‥
)た
。

②
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る

住
宅
の

床
面
積
に
譌
㎡
官

限

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

③
こ
の
制
度
が
受
け
ら
れ
る

人
の
所
得
金
額
の
条
件
が
、
3

千
万
円
以
下
か
ら
2
千
万
円
以

下
に
引
き
下
げ
う
れ
ま
し
た
。

④
そ
哭

が
取
侭
し
た
中
古

住
宅
が
配
偶
者
や
そ
の

他
の
生

計
を
一
に
す
る
特
別
の
関
係
が

あ
る
人
か
ら
取
得
し
た
物
で
あ

る
場
合
は
、
こ
の
制
度
の
適
用

が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
し

た
。

住宅取得等特別控除の計算方法

住
民
税
に
つ
い
て

□
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た

め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合

の
特
例

平
成
4
年
度
か
ら
、
税
率
が

次
の
ぶ
つ
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

そ
の
適
用
期
問
が
平
虞
9
年
度

ま
刄
塲
長
さ
れ
声

し
た
。

現
行

▽
都
民
税
串
2
%

▽
特
別
区
民
税
率
4
%

改
正

▽
都
民
税
寧
M
%

▽
特
別
区
民
税
率
3
.
4
%

こ
の
制
廩
は
。
優
良
な
住
宅

地
の
供
紬
や
公
的
土
地
取
屏
の

促
蕈
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

□
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る

寄
付
の
範
囲
が
拡
大

従
来
は
、
東
京
都
共
同
募
金

会
に
対
す
る
寄
付
の
み
が
認
め

ら
れ
て
い
劣
し
た
が
、
平
虞
4

年
慶
か
ら
日
ぶ
赤
十
字
社
東
京

支
部
に
対
す
る
寄
付
に
つ
い
て

も
、
一
定
の

条
件
參
癬
た
f
も

の
に
つ
い
て
は
控
除
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
す
す
め
し
ま
す

便
利
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
・
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
に
は

、
口
座
振
蔕

が
便
利
で
す
。

口
座
振
詒

を
利

用
し
ま
す

と
、
預
金
口
座
か
ら
納
期
ご
と

に
、
自
動
的
に
納
付
さ
れ
、
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
た
い

へ
ん
便
利
で
す
。

利
用
で

き
る
金
融

機
関

銀

吁
、
信
用
歃
扈
、
農
業
協
同

變
R

る
7

瘴
瓦
(

郵
便
笳

扈

く
)

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
S
を

持
う
ア
挙

纃
き
し
て
く
だ
さ

し
申
込
先

金
融
機
関
、
区
役
所
(

納
税
課
、
国
民
健
康
保
険

課
、
国
民
啻

罷

、
区
民
事

務
所
)

※
特
別
区
民
税
・
都
民
税
を
6

月
末
日
ま
で
に
1

年
分
求
と
め

て
納
め
忝
と
、
覗
奨
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
覗
奬
金
額
は
第
4

期
分
の
1
0
%
で
す
(
上
限
は
2

万
i

千
円
)
。
袤
た
、国
民
年
金

保
険
科
を
4
月
末
日
ま
で
に
1

年
分
麥
と
め
て
駟
め
る
と
、
毎

月

払
い
に
比
ぺ
て
2
千
Ⅲ
円
安

く
な
り
豕
す
。

ど
呑

ら
の
場
合
も
。
口
座
振

替
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
瘴
汳

す
。

問

合
せ
先

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・・・
納
税
課

霓
3
a
)
5
1
0
1

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・
国
民

矚
康
保
険
臓

霓
3
a
o
)
5
1
3
3

▽
国
民
年
金
保
険
料
・
:国
民

登

腫

霓
3
8
8
0
)
5
1
6
1

(
い
ず
れ

も
中
央
本

町
庁
舎
)

問 合 せ 先

所 得 税
足 立 税 務 署 　( 5616) 2722
( 綾瀬4- 14- 10)
西 新 井 税 務 署 　( 3840) 1111
(栗原3- 10- 16)
税務相談室足立分室 　( 5616) 2733
( 綾瀬4- 14- 10　 足立 税務署仮庁舎内)

住 民 税
区役所中央本町庁舎(中央本町1- 17- 1)
課 税 課 　( 3880) 5081

※ 第2 ・4 土 曜 日 は 足 立 区 役 甬 。 垤n 晩 務

冒 、西 覇 井 税 務 署と も 鬯庁 に 召 つ て い 豕 吼

こ 産 壜く た さ い 。

足立税務署は移転しました
足立税務署・税務相
駁室Fi竹分室は、庁
舎建て替えのため
移転しました。お間
違いのないようご
利用ください。

案内図

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004

東 和 保 健 相 談 所 　3608- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3883- 5351
本 庁 舎( 千 住) ・保 健 予 防 係 　3882- 1111 ㈹

保
健
・
衛
生

ガ

イ

ド

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
月
の
献
血

愛
の
献
血
呱

臨

力
く
だ
さ

い

。
日
程
は

表
3
の
だ
需

り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず

れ
も
午
前
1
0時

～
午
唆
3

愨

分
(
屋
食
・
休
憩

時
間
か
啄

く
)

問
合
せ
先

蒭
飾

赤
十
宰
皿
液
セ

ン
タ
ー

(
1
2
)

2
8
1

、
本

庁
舎
(

千
庄
)

保
健
予
防
佩
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

表3　2 月の献血

※ 北千 住 駅 は 午 後4 時 ま で

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

痴
呆
性
老
人
と

家

族
の

会

癩
呆
の
お
と
し
よ
り
を
抱
え

て
い
た
り

、
も
し
か
し
た
ら
…

と
悁
ん
で
い
る
ご
家
族
の

方
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
こ
の

会
で

話
し

合
つ
て
み
ま
せ
ん
か

。

ご
本
人
を
他
に
番
る
人
が
い

な
い

方
は

。
ご
一
緒
に
お
い
で

く
だ
さ
い

。

日
時
2

月
4
日
(
火
)
。
午
後

螽

～
4

時

対
象

千
住
・
小
台
・
宮
城
地

区
に
お
住
ま
い
の
方

内
容

皿
荻

会
と
倆

報
交
揆

、

専
門
医
・
保
健
婦
に
よ
る
相

談
も
あ
り
ま
す

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
曙
所

(―
)
4
2
7
7

見
直
そ
う
油
脂
と

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

講
演
会

私
た
ち
の
食
生
活
に
大
切
な

励
物
性
・
値
物
性
の
油
脂
に
つ

い
て

考
え
ネ
T

。

最
近

、
日
ぷ
人
の
食
生
活
が

洋
風
化
し
て
き
た
た
め

、
片
寄

っ
た
油
脂
り

ご
り
万
が
見
受
け
6

れ
ま
す

。
虞
人
祠
予
防
の
た

め
に
も

、
食
用
油
脂
の
正
し
い

と
n
方

は
穴
切
で

す
。

日
時
2

月
1
3
E
(
木
)
、午
唆

し
時
3
0分
～
3

時
3
0分

場
所

馨

靈

興
館
2
陬
ホ
ー

ル
講
師

太
田
昌
男
氏
(
エ
学
博

士
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所
栄
養
指
導
担

当
へ

▽
足
立
保
健
所

(
3
8
～
)
4
1
5
1

▽
千
住
保
健
所

(
3
1
)
4
2
7
7

▽
江
北
保
健
相
談
所

奠
1
)
4
0
0
4

▽
柬
和
保
健
相
談
所

霓
3
8
6
)
4
1
7
1

▽
中
央
本
町
保
健
相
談
所

霓
a
)

～
5
1

幼
児
教
室

「
お
ね
し
ょ
」に
つ
い
て

お
子
き
ん
の
お
ね
し
ょ
で
心

配
し
て
い
る
お
毋
さ
ん

、
皆
で

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
2

月
1
7
日
(
月
)
、
午
前
1
0

時
～
正
午

場
所

千
住
保
健
所

対
象
3

歳
以
上
の
子
供
を
痔

つ
保
護
者

講
師

池
田

紀
子
氏
(
柬
亰
女

子
大
学
講
師
)

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所

(
a
)
4
2
7
7

就
労
両
親
学
級

靭
め
て
の
啄
ち
ゃ
ん
夲
廼
え

る
パ
パ
と
マ
マ

、
こ
の
槙
鈿
に

ご
夫
婦
で
參
加
し
ま
し
ょ
う

。

日
時
2

月
1
5
・
2
9日

、
午
後

―
時
迴
T
4

時
(
2
日
制
)

内
容

「
父
の
役
剛

、
毋
の
役

割
」
。
「
妊
廠
中
の
栄
養
」
に

つ
い
て
の

講
義
と

、「
妊
婦
体

憊

、「
赤
ち
ゃ
ん
の
も
く
浴
」

の
実
技
揩
4

対
象

司
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員
2
0

組

費
用

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

(
3
8
8
)
4
1
5
1

国民年金保険料は
確定申告の「所得控除」

の対象になります

平
虞
3

年
1
月
か
ら
1
2
月
ま

で
?

年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は

、
そ
の
金
額
が

「
竍
函
保
険
料
控
除
」
と
し
て

所
得
か
ら
催
し
引
か
れ

、
課
税

の
対
象
に
な
n
ま
せ
ん

。

所
得
碗
や
住
民
税
の
申
告
の

際
に
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し

ょ
う

。

な
お

、
今
年
4
月
か
ら
発
足

し
た
国
民
年
舍
牽
金
の
掛
金
に

つ
い
て

も
全
顎

「
社
会
保
陬
料

控
除
」
の
対
象
に
な
り
求
す
。

く
わ
し

く
は

、
加
入
さ
れ
た

各
国
民
年
龠
棊
金
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

問

合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
～
)
5
1
6
1

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・

住
民
税
・
消
費
税
の

共
同
説
明
会

表
1
の
日
程
で
説
明
会
を
行

い
事
歹
。
今
年
度
改
正
に
な
っ

た
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
や

、

消
費
税
の
説
明
も
合
わ
せ
て
行

い

、
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

、
最
寄
り

の
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ

い

。な
お

、
税
理
士
会
に
よ
る
無

科
相
談
も
沢
2
の
裝

心
り
行
い

ま
す

。
合
わ
せ
て

舶

用
く
だ

さ
い

。

表1　 所 得 税・個 人 事業 税・区 民 税・消 費 税の 共同 説 明 会日 程
表2　 税理士会による無料相談の日程

※ 各会場への車でのご来場はご 遠慮ください。
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や さしさを 忘 れ ずに い たい
人 に も　地 球 に も

始めてみませんか
あだち にいいこと 地球にいいこと

便利で快適な生活の霞側で、今日もゴミの山
となって築かれてい< 大切な資源。今、豊富な

〝モノ川 こ囲まれた暮らしの中から出る、膨大

な家庭ゴミの問題がますます深利化し、社会的
関心を集めています。また、そうした中で、私

たちを取り巻く〝モノ〟〝エネルギー〟などを、

もっと上手に使っていこうという気運も高まっ
てきています。しかし、いざ個人レベルに立ち

返ってみると、まだ多くの人がF 寶碗を守るこ

とは大切だ」「便い捨てはよくない」と頭ではわ

かっていても、実際にはどうしたらよいのか、
どう行助をおこせぱよいのか、考えあぐ ねてい

るようです。そこで今回は、区内で進む様々な
リサイクル活助の中から、いくつかを紹介しま

す。ちょっと周りを見回すと、気鰹な気持ちで

参加できる活助は、意外にたくさんあるもので

す。皆さんも、気負わず、自分なりの方法でリ
サイクルを始めてみませんか。

都
住
舎
人
自
治
会

一
人
ひ
と
り
が

主
役
で

す

「
こ
ん
な
に
た
く
夲

心
の
空

き
缶
が

、
今
ま
で
ゴ
ミ
と
し
て

平
気
で
出
さ
れ
て
い
た
な
ん
て

こ

と
回
収
に
脾
わ
る
自
治
会

役
員
の
皆
さ
ん

。

都
住
舎
人
息

螽

で
は

、1
4

年
ほ
ど
前
か
ら
椚
い
て
い
る
新

聞
や
雑
誌
な
ど
の

害
紙
回
収
に

加
え
て

、
昨
年
の
a

月
か
ら
空

き
缶

。噐

剱
瓦

の
回
収
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は

。

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
鞴
夲
き

ら
に

広
げ
よ
う
に

自
分
た
ち
が
取

り
組
み
や
す
い
品
目
を
」
と
い

う
声
を
受
け
て
峭
め
ら
れ
た
も

の
で

す
。

チ
ラ
シ
な
ど
で
全
棟
の

住
民

に
呼
び
か
け

、{
籌
属

は
毎
週

日
曜
日

、
覃
曹

ぴ
ん
は
毎
月
第
2

日

曜
日
に

。
あ
ら
か
じ
め
各

棟
ご
と
に
決
め
瓦

た
場
所
に

持
ち
寄
っ
て

も
ら
い
ま
す

。
そ

れ
を

。
息

茘

の
役
員
が
中
心

と
な
っ
て
回
収

。
空
き
缶
プ
レ

ス
槻
で
処
理
し

、
李
こ
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
区
内
の
資
源
回
収
藁

者
に
引
煮
晨

し
ま
す

。1
回
の

回
収
で
集
ま
る
罕
き
缶
は

、
ト

ラ
ッ
ク
ー
台
分
に
も
な
(
'
そ
う

で
す
。

「
資
源
を

大
切
に
す
る

心
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
重
要

性
が
、
や
っ

と
み
ん

な
に

も
浸
透
し
て
さ
た
ぷ
つ
で

す
」

と
、
自
冶
会
会
長
の
入
野
宇
市

さ
ん
。

日

増
し
に
盛
り
上
が
り
蚕

兄

せ
る
、
都
住
舎
人
自
治
会
の
集

団
回
収
。

び

サ
イ
ク
ル
は
、
一
人
ひ

と
り
か
主
役
'
と
い
う
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
。
取
n
廼

ん
で
い

轡
た
い
で
す
ね
。

i 齢ノ辿魯彦り嘯叭7 革羝飛?
畆jみ凡極呂皋蠢亭- ほ、磅七嵋

つく傴貳敍廊j l 芻譬? 諏夸分

入野宇市さん

区
民
大
学
教
養
コ
ー
ス
「
環
境
と
人
間
」

地球的大きさで考え
足元から行動しよう

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ
て

い
る
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

夸
変
え
て
い
く
必
娶
か
ゐ
る
の

で
は
」
「
税
金
を
安
く
し
て
、
ゴ

ミ
の
回

収
を
有

料
に
」
コ

人

ひ
と
り
が
、
老
'
i

分
の
足
元

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
」
等
々
、
3
5

人
の
受
講
缶
た
ち
か
白
熟
し

た
議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
1
2月
9

日

に
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
で
行
わ
れ

た
区
民
大
学
教
養
コ

ー
ス
「
環

境
と
人
間
」
の
一
場
面
。
2

回

目
と
な
る
今
回
は
、
今
ま
で

の

講
義
を
跟
客
凡
冫
わ
た
し
た
ち

の
ご
み
問
題
乙

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
パ
ネ
ラ
ー
と
な
っ
た

叉

の
受
講
生
が

。
そ
れ
ぞ
れ

問
題
提
起

。
そ
れ
を

、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
助
言
を
蒡
吁

な

が
ら
、
み
ん
な
で
考
え
、
議
論
k

ヂ

。

「
こ
れ
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
、
本
当
に
必
要
な
の
は
、
区

民
応
援
団
り

ぞ
『「
な
も
の
。
区

禺
が
区
民
受

忍
寿
す
る

、
そ
ん

な
体
制
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

こ
と
か
大
切
で
す
」
と
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
耕
平
さ
ん

(
㈱
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス

都
市
環
境

研
究
所
代
表
)
。

こ
の
よ

う
な
講
座
の
中

か

ら

、
現
在
の

、
そ
し
て
今
後
の

足
立
容

サ
イ
ク
ル

を
支
え
る

人
々
が

、
た
く
さ
ん

生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
爾
生

の
皆
さ
ん
の
中
か
ら

も
、
き
っ

と
現
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う

。

真剣な議論が展開されます

第 二 中 学 校

広
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

缶
徙
の
自
発

的
な
單
否
と
運

営
で

進
め
ら
れ

て
い
る

、
第
二

中
学
校
の
空

き
缶
リ
サ
イ
ク

ル

。
こ
れ
は

。「
第
2

グ
ラ
ウ
ン

ド
に
股
置
す
る
時
計
の
費
用
が

ね
ん
出
で
き
れ
ば
」
と

始
め
ら

れ
た
取
り
組
み
で

す
。

「
発
案
は

、
ぼ
く
た
ち
の
前

の

代
の
生
徒
会
。
各
ク
ラ
ス
の

代
衷
者
が
集
ま
る
中
央
委
貝
会

で
の
決
定
を
受
け

、実
際
に
は

、

ぼ
く
た
ち
か

牛
徒
僉
役
芦
に
選

任
さ
れ
た
一
昨
年
の
1
0
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
J

と
前
生
徒
会

会
長
の
中
野
荐
之
く
ん

。

回
収
は
週
―
回

、
火

曜
日
に

行
い
本

す
。
最
初
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
集
ま
り
な
か
っ
た
窟
き
缶

も

、
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
生

徙
た
ち
の
閥
心
が
回
を
麌
ね
る

ご
と
に
高
ま
る
中

、
次
第
に
増

え
て
き
ま
し
た

。
し
か
も
、
近

所
の
酒
屋
さ
ん
な
ど
地
域
の
万

々
ま
で
も
か
協
力
し
て

く
れ
る

よ

う
に
な
り

、
と
き
に
は
千
僧

以
上
罍

霍

缶
が
集
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た

。

回
収
し
た
空
き
缶
は

、
昨
年

の
1
0
月
に
区
か
ら
貸
与

さ
れ
た
9

曹
馬

ジ

ス
檐
で
つ

ぷ
し
ま

す

。そ
れ
を
ア
ル
ミ
缶

、ス
チ
ー

ル

缶
ご
と
に
ま
と
め
て

保
管

し
、
区
内
の

資
源
回

収
業
者

に
。

「
以
前
は
、手
や
足
で
9
曹

缶

を
つ
ぷ
し
て
い
た
の
で
、
手
間

ば
か
り
か
か
り
大
変
だ
っ
た
」

「
み
ん

な
の
力
が
集
ま
る
と
、

す
ご
い
力
に
な
る
の
で
す
ね
」

「
空
き

缶
を
保
管
し
て
い
た
生

徒
会
墮
か
カ
ピ
臭
く
な
っ
た
り

し
て
、
最
初
は
イ
ヤ
だ
っ
た
。

で
も
今
は
、
も
う
一
度
や
っ
て

み
た
い
」
と
は
、

前
年
資
会
役
貝

の
譽

瓦

の
率

直
な
陋
想
。

地
域
の

方
々
に
ま
で
そ
の
釉

を
広
げ
た
、
第
二
中
学
校
の
空

き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
。
1
m
-
間
の

収
益
は
1

万
円
程
度
で
し
た

が
、
金
額
で
は
計
る
こ
と
の
で

膏
な
い
、
も
っ
と
大
切
な
も
の

奮

于
に
入

れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

国内で販売されているアルミ缶
は年間72億本。その42%がリサイ
クルさりていますが、その節電量
は536万世帯の1 カ月分の覧力量
にあたります。

前生徒会役員の皆さん

足
立

区
消
費
者

展

空
き
缶
で
作
ら
れ
た

「
メ
ル
ヘ
ン
城
」も
出
現

消
費
者
の
安
全
と
利
芬
苓
吁

る
た
め
の
情
報
や
、
消
費
者
団

体
の
哂

勦
成
果
な
ど
の
展
示
を

通
じ
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
消

費
者
會
蔽

の
啓
発
を
図
る
。
消

費
者
展
ら
c

第
2
0
回
目
と
な

る
今
年
は

「
み
ん
な
の
力
で
よ
い
環
塊
峇

テ
ー
マ
に
、
1
1月
2
9
・
3
0
日
の

両
日
。
消
費
者
セ
ン
タ
ー
り
ゐ

る
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
全
館
を
便

用
し
て
閧
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ゴ
ミ
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
ま
ず
私

た
ち
消
費
者
の
一

人
ひ
と
ひ
が

〝ゴ
ミ
は
、
出
し

て
し
ま
・
7ぼ

、
だ
れ
か
が
始
末

し
て
ぐ
れ
る
も
の
〟

と
い
う
意

緻
を
変
え
る
こ
と

が
大
切
で

す
。
今
回
、
区
内
で
進
む
喋
々

な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
、
実
際

に
目
で
見
て
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
に
も
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
足
立
区

消
費
者
友
の
会
会
長
の
飯
沼
文

子
さ
ぺ

当
日
は
、
暮
ら
し
の
知
恵
コ

ー
ナ
ー
や
消
賢
者
相
談
コ
ー
ナ

ー
、環

境
コ

ー
ナ

ー
等
の

ほ
か
、
各
種
即

売
会
。
バ

ザ
ー
な
ど
も
行

わ
れ
、
大

変
な
に
瞿

む
い
で
し
た
。

中
で
も
人
気
の
的
は
、

足
立
区
消
費
者
友
の
会
会

員
の
哲
'
兀

が
乘
め
た
ア
ル
ミ

缶
約
7

千
個
で
作
ら

れ
た

。
メ

ル
ヘ
ン
笋

。
1
階
の
「
ゴ
ミ
と

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ

ー
」
に
展

示
さ
れ
た
こ
の
城
は

、
訪
れ
た

人
々
の
注
目
忝
桑
め

、
曝
心
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

なんと幅7m 四方、高さ3. 5m もの大きさです

身 近 な 消 費 生 活 上 の 問 題 を パ ネ ル 化 し 、

わ か り や す く 聡 明 し て い ま す

「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
た
ら
」
と
思
い
な
が
ら
も
…

第
1

位
は

「
空
き
缶
」

第2 回　区 政モニ ターアンケート

区
で
ほ

今
、
リ
サ
イ
ク
ル

都
市
足
立
を
目
徊
し
て

、
数

々
の
対
策
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
地
域
に
密

着
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
を
瑯
め

る
た
め
。「
身
近

な
リ
サ
イ
ク

ル

に
つ
い
て

屬
テ

ー
マ
に
、

区
民
の

皆
さ
ん
の
現

状
、関

心
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

加
葦
を
行
い
ま
し
た
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
た
ら
」

と
思
い
な
が
ら

も
、
ゴ
ミ
と

し
て
捨
て
て
い
る
も
の
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
、
空
き
缶

の
6
6
・
0
%

。以
下
、空
き
ぴ

ん
5
8・
O
%

、
牛
乳
パ
ッ
ク
5
4

・
O
%

、
衣

類
・
布
類
4
2

・
O
%

と
続
い
て
い
ま

す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
兄
I

ト
に
乗
り

さ
え
す
れ
ぱ
、
今
後
、
か
な

り
回
収
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
求
す
。

日
ご
ろ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
疑
問
に
思
つ
て
い
る

こ
と
を
自
由
回
答
で
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
9
荅
缶
、
燉
ぎ

び

ん
、
牛
乳
パ
レ
ク
な
ど
は
、

ど
こ

で
回
収
し
て
い

る
の

か
≒
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
い
る
団

体
等
が
、
区
に

あ
り
求
す
茫

等
の
疑
間
が

多
く

、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

ぷ
庁
舎
(
千
住
)

・
広
聴
相
談
主
査

　
ら
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

リ サイク ルでき たらと 思いな がらも
ゴミ とし て捨て ている もの

あ
だ
ち
の

昔
語
り

初
午
祭
り

お
正

月

を
迎

え

て
、
お

め
で
た
い
お

め
で
た
い
と
、
う
き

う
呑

し
て
い
る
う
ち

に
、
い
つ
し
か
1
月

も
終
わ
り
、
や
が
て
2

月
に
な
り
ま
す
。
2

月
に
入
る
と
、
待

ち
に
待
っ
た

。初
午

祭
p

の
時
季
に
な
2

チ

。

初
午
祭
ひ
は
、
2

月
の
最

初
の
午
の
日

に
行
わ
れ
嫐

す
。
い

わ
ゆ
る
お
稲
膏
様
の

お
祭
り
で

す
。

現
在
は
、
初
午
と
い
う
言

葉
さ
え
あ
蛋

口
藺
き
ま
せ
ん

が
、
昔
は
、
お
正
月
に
次
ぐ

楽
し
い
日
で
、
ど
こ
の
稲
荷

神
社
も
大
袞
な
賑
(
に
ぎ
)
わ

い
を
み
せ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
社
前
に

〝正
一

位
稲
荷
大
明
神
〟
の
嗽
(
の

ぼ
り
)

が
立
て
瓦

、
笛
や

太
鼓
で

お
囃
子
(
は
や
し
)
が

奏
で
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の

心
地
よ
い
お
囃
子
の

音
に
綉
わ
れ
た
近
所
の
子
供

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手
作

り
の
紙
瞰
か
痔
つ
て

、
稲
荷

神
社
に
は
せ
お
じ

ま
す
。
す

る
と
、
待
ち
禰
え
て
い
た
よ

う
に
、
氏
子
の
お
じ
さ
ん
た

ち

が
、
お
菓
子
や
桑
物
を
手

渡
し
て
く
れ
ま
す
。
子
供
た

ち
は
、
手
渡
さ
れ
た
お

菓
子

や

果
物
を
ほ
お
ば
り

な
が

ら
、
境
内
を
と
こ
ろ
疾

し
と

夕

♀

。

す
っ
と
以
前
は
、
町
村
内

の
子

供
た
ち
が
、
め
い
め
い

お
米
や
野
粟
を

持
ち
寄

っ

て
、
稲
荷
神
社
の
室
内
で

食

亊
毋
共
に
し
、
そ
の
ま
末
夜

を
明
か
し
て

、
初
午
の
日
を

迎
え
た
そ
う
で
す
。

こ

定

う
に
お
正
月
を
過

ぎ
て

、
間
も
な
く
や
っ
て

く

る
初
午
祭
り
は

、
当
埓
の
子

黻
た
ち
に
と
っ
て
、
待

ち
還
し
く
楽
し
い
お

祭

り
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

今
も
稲
荷
神
社
は
、
そ
こ

こ
こ
に
あ
2

子

が
、
昔
の

ぶ
7

に
傴
大
な
初
午
祭
り

を

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん

。
そ
れ
だ
け
に
、
子

供

の
楽
し
み
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
の
子

供
は
か
わ
い
そ
う

な
気
か
し

て

な
叮
ま
せ
ん
。

「
続
・
足
立
の
語
り
伝
え

六
十
六
話
」

好
評
発
売
中

「
足
立
百
の
語
り
伝
え
J

の
続
編
で
あ
る
「
続
・
足

立
の
語
n
伝

え

六
土
「

話
」が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は

、
前
回
ペ
ー
ジ
数

の
関
係
で
掲
載
で
き
な
か

っ
た
も
の

、
新
た
に
お
と

し
よ
り
か
ら
取
材
し
た
も

の

、
さ
ら
に
は
子
供
の
迴

ひ
か
ら
習
俗
に
お
よ
ぶ
も
の

ま
で

幅
広
く
収
録

。
こ
の
中

に
は

、
あ
だ
ち
ぶ
報
5
日
号

に
も
掲
載
中
の

″
あ
だ
ち
の

昔
語
P

の
元
と
な
う
て
い

る
話
も
あ
り

李
す
。

興
味
の
あ
重
刀
は

、
本
庁

舎
(
千
住
)
ま
た
は
中
央
本
町

庁
舎
の
贇
報
公
聞
課
で
発
充

し
て
い
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
お

賈
い
求
め
く
だ
さ
い

。

※
区
内
の
各
図
S

館
で
も

、

ご
覧
に
な
れ
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

　
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

定価 1, 000円

あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

開
催
日
2

月
8
日
(
土
)

時
間
・
場
所
・
内
容
等

左

表
の
と
お
り

※
当
日

、
不
用
に
な
っ
た
傘

を
回
収
し
ま
す
。
持
参
し
て

ぐ
だ
さ
っ
た
方
に
は

、
記
念

品
を
差
し
上
げ
尽
す
。な
お

、

回
収
し
た
不
用
傘
は

、
臠
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
修

理
し
た
後

、
貸
し
出
し
用
の

置
き
傘
と
し
て

区
内
の
駅
に

設
置
し
ま
す

。

※
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん

。
電
車

、
バ
ス

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

リ サ イ ク ル フ ェ ア 展 示内 容 等

使用済み乾電池の
回収揚所 が増え まし た

現

在
、
区
民
亊
務
所
な
ど

区
内
6
6
ヵ
所
の
公
共
厖
設
で

回
収
を
吁
つ
て
い
る
便
用

済

み
乾
電
池

。
今
回

、
新
た
に

次
の

施
設
で
も
回
収
を
始
め

ま
し
た

。

回
収
開
始
1

月
1
6
日

回
収
場
所

右
頁
の
渺
蒭
り

※
使
用
済
み
乾
電
池
は

、
ビ

一
〒

ル
絳
等
に
入
れ
な
い
で

出
し
て
く
だ
さ
い

。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
合
せ
先

中
央
友
町
庁
舎

・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

　
(
3
a
o
)
5
1
9
9

シ
リ ー

ズ

身近な自然 28

ナ ズ ナ( ペンペン草)

瞹
か
な
日
々
が
続
い
て
い

た
昨
年
の
冬
の
始
ま
り

。
い

つ
ま
で
続
く
の
か
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ

。
急
に
鄂
ぐ
な

り

、
太
格
的
な
冬
と
な
り
ま

し
た
。
野
草
た
ち
も

、
そ
の

変
化
に
対
応
す
る
の
に
大
変

だ
っ
た
と
思
い
嫐

す
。

冬
の
草
原
の
野
草
を
琴
C

と

。
ど
の
草
參
が
な
地
面
に

ペ
タ
リ
と
欣
射
状
に
は
り
つ

い
た
よ
う
に
な

っ
て

い
ま

す

。冬
越
し
を
す
る
野
草
は

、

禀
呑
を
し
の
ぐ
た
め
に

、
こ

の
よ
う
な
形
啻
と
る
も
の
か

よ
く
あ
n
ま

す
。
タ
ン
ポ
ポ

も
オ
オ
バ
コ

も

、
ギ
シ
ギ
シ

も
八
(
コ
グ
サ

も

、
申
し
合
わ

せ
た
よ
う
に
地

面
に
は
り
つ
い

て
い
ま
す

。

冷
た
い
風
を

避
け
て
太
陽
の

光
を
効
率
良
く

受
け

、
さ
ら
に

は
地
面
の
暖
か

さ
も
吸
収
し
よ

う
と
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま

す

。

こ
宮

つ
な
冬
越
し
の
形

兮

ロ

ゼ
ッ
♪

と

言
い
ま

す

。
そ
の
中
心
に
は

、
春
を

待
つ
小
さ
な
芽
が
、
畿
重
に

も
重
な
っ
た
葉
に
捏
ま
れ
て

い

る
の
で
す

。

ス
ズ
ナ
(
カ
ブ
)
、
ス
ズ
シ

ロ
(
ダ
イ
コ
ン
)
、
セ
リ

、
ゴ

ギ
ョ

ウ

、(
コ

ベ
ラ
(
(
コ

ベ
)
、ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
と
も
に

春
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
ナ

ズ
ナ

。
こ
の
草
も

、
大
根
の

よ
う
な
葵
多
晒
面
に
ペ
タ
リ

と
つ
け
て

、
寒
さ
に
耐
え
で

い
ま
す
。
ナ
ズ
ナ
と
い
う
よ

り
も
ペ
ン
ペ
ン
草
と
言
っ
た

方
が
な
冫

が
深
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん

。

こ
の
草
は

、
花
が
咲
い

た

唆

、
三
味
線
の
ぱ
ち
に
似
た

三
黔
形
り
異
を
つ
け
ま
す

。

そ
れ
で

、
そ
の
音
を
と
っ
て

ベ
ン
ペ
ン
草
と
名
付
け
6

れ

ま
し
た
。
実
か
熟
し
て
は
じ

け
る

前
に

、
こ
の

実
の
柄
を

ひ
い
て

垂
ら
し

、
茎
を
切
っ

て

〝で
ん
で

ん

太
駁
*
c
W

に
振
る
と

。
シ

ャ
ラ

シ
ャ
ラ
と

鳴
る

音
遊
び
が

冫

裏

す

。

《

花
畑
西
小

学
校
教
諭
　

鈴
木
　

隆
》
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老

人

福
祉

住
宅
に
お
困
り
の

高
齢
者
世
帯
に

家
賃
等
を

助
成
し
ま
す

民
間
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
貸

冢
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
世
帯

の
方
が
、
家
主
か
ら
建
て
替
え

に
よ
る
転
居
奎
氷
め
ら
れ
た
と

き
、
家
質
等
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
住
環
境
の
悪
化
な
ど

取
り
壊
し
以
外
の
場
合
で
も
転

居
一
時
金
夲
受
け
ら
れ
ま
す
。

希
望
の
方
に
は
、
住
宅
の
あ
っ

せ
ん
も
し
毒
T
。

対
象
(

す
べ
て
の
条
件
痂
鷁

た
す
方
)

▽
6
5歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は
6
5
　

歳
以
上
の
方
を
含
む
6
0歳
以

上
の
方
だ
け
で
構
威
さ
れ
る

世
帯

▽
区
内
に
1
年
以
上

住
ん
で
い
る
方
で

、
引
き
続

き
居
住
す
る
方

▽
所
得
が

基
準
額
(
表
―
)
の
範
囲
内

で
あ
る

▽
健
康
で

、
経
済

的
に
独
立
し
た
日
常
生
活
を

営
め
る

▽
生
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い

▽
立
ち
退
き

証
明
が
提
出
で
き
る
(

家
賃

助
成
該
当
者
の
み
)

助
成
額

▽
家
賃
…
転
居
前
と

転
居
後
の
家
賃
の
差
額
(

新

家
賃
の
限
度
額
5

万
1

千

円
)

▽
転
居
一
時
金
・
:
権

利
金
、
礼
金

、
仲
介
手
数
料

(
限
度
額
1
7
万
8

千
円
)

▽

契
約
更
新
料
・
:
契
約
更
新
時

に
要
し
た
費
用
(
限
度
額
1
0
　

万
2
千
円
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)・
老
人
福
祉
係

表1　 家賃助成の所得基準額

※ 2人以上は原則として扶養人数が1 人増す
ごとに35 万円加算されます。

高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

4
月
か
ら
の

利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ね
た
き
り
や
虚
弱

な
高
齢
者
が
自
宅
で
豊
か
に
、

充
実
し
た
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
指

導
。サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

募
集
事
業

デ
イ
ホ
ー
ム
、
機

能
訓
練
、
痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性

高
齢
者
デ
イ
ホ
ー
ム

利
用
期
間
・
対
象
・
定
員
・
費

用

表
3
の
と
お
り

申
込
m
2

月
7
日

東
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト

・
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
(
痴
呆
性
高

齢
者
を
含
む
短
・
中
期
間
入

所
)
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
老
人
福
祉
係

表2　 高齢者在宅サービスセンター

※ 痴 呆性高齢者デイホーム事業は、「さの」が足立区全域を担当し ます。

表3　 高齢者在宅サービスセンター利用募集事業

消
費

生

活

消
費
者
講
座

身
近
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る

私
た
ち
の
生
活
か
ら
切
り
離

宮

」と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
「
自
動
車
」
と
「
電
気
」
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
・
内
容

表
4
の
と
お
り

定
員
7
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

消

費
者
セ
ン
タ
ー

公
'
、
3
8
8
`
U
J
5
3
8
5

表4　 消費者講座

※ 両 日 と も 午 後2 時 ～4 時 。

く
ら
し
に
役
立
つ

テ
ス
ト
教
室

ビ
タ
ミ
ン
C
を

テ
ス
ト
す
る

健
全
な
体
を
支
え
る
ビ
タ
ミ

ン
類
。
ビ
タ
ミ
ン
類
を
通
し
て

食
べ
物
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
、
野
菜
、
果
物
、

飲
み
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

C
を
調
べ
李
y
。

日
時
2

月
7
日
(
金
)
、
午
後

1
時
～
3
時

定
員
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

消

費
者
セ
ン
タ
ー

晋
一
。
3
8
8
0
`
・
5
3
8
5

第
4
4回
区
民
体
育
大
会

ス
ケ
ー
ト
大
会

日
時
2
月
1
9
日
(
水
)
、午
後
　

6
時
1
5
分
～
8
時
1
5
分

場
所

サ
ン
ス
ク
エ
ア
・
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
北
区
王
子

1
1
4
1
1
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

定
員
2
0
0人
(
先
着
順
)

種
目

講
習
会
、
運
動
会
(
初

心
者
で
も
参
加
で
き
る
簡
単

な
ゲ
ー
ム
)

参
加
費
2
0
0円

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
(
ガ

キ
(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
)

申
込
期
間
2
月
5
日
～
1
4
日

申
込
・
問
合
せ
先

区
ス
ケ
ー

ト
連
盟
・
長
谷
部
堺

〒
1
2
0
　

千
住
寿
町
2
6
-
5

a
-
3
8
8
1
)
9
0
6
5

年

金

2

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
2
月
5
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民

年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に

、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え

ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は

、
毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

容
・
一
?
8
8
夕
5
0
6
1

障

害
福

祉

通
所
者
(
児
)

を

募

集

障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
幼
児
通
所
訓
練

」
「
リ
「

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
所
訓
練
」

の
平
成
4

年
度
新
規
通
所
者

(児
)
お
よ
び
「
技
能
講
習
会
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

・
幼
児
通
所
訓
練

通
所
開
始
4

月
以
降

対
象

満
2
掾
茅
ら
就
学
年
齢

未
満
で
、
主
に
精
神
発
達
に

遅
れ
の
あ
る
心
身
障
害
児

内
容

集
団
お
よ
び
個
別
の
生

活
指
導
・
訓
練
、
両
親
学
級

な
ど

募
集
人
数
1
0
人
程
度

受
付
方
法

電
話

※
心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

幼
児
の
餐
育
相
談
、発
達
検
査
、

個
別
指
導
も
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

幼
児
指
導

係
`
?
3
8
4
9
T
3
7
9

・
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
所

訓
練

対
象
1
5
歳
以
上
で
脳
血
管
障

害
や
事
故
等
で
身
体
に
後
遺

症
が
あ
る
方

内
容

理
学
療
法

、作
業
療
法

、

言
語
訓
練
な
ど

受
付
方
法

電
話

圏
技
能
講
習
会

日
時
・
内
容
・
定
員

表
5
の

と
お
り

対
象

在
宅
の
障
害
者

受
付
方
法

電
話

募
集
期
限
2

月
2
9日

※
移
動
困
難
な
方
は
、
送
迎
バ

ス
が
利
用
で
き
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

▽
東
部
地

域
(

国
道
4

号
線
の
東
側
と

千
住
地
区
)

の
方
・・・東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

き
(
5
6
8
2
`
)
5
3
7
0

▽
西
部
地
域
(

国
道
4

号
線

の
西
側
と
宮
城
・
小
台
・
新

田
地
区
)

の
方
…
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表5　 技能講習会一覧

高
野
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
を
決
定

高
野
土
地
区
回
整
理
事
業

の
計
画
が
決
定
し
、1
月
2
0

日
告
不
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
法
(
昭
和

2
9
年
法
律
第
川
号
)
第
一
`
条

第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
東

京
都
市
計
画
事
業
高
野
土
地

区
回
整
理
事
業
の
事
業
計
画

夲
戻
定
し
た
の
で
、
同
法
第
5
5

条
第
9
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
4
年
1
月
2
0日

足
立
区
長

古
性

直

土
地
区
画
整
理
S
業
の
名
称

東
京
都
市
計
回
事
業
高
野

土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
者
の
名
称

東
京
都
足

立
区

施
行
地
区

足
立
区
江
北
一

丁
目
お
よ
び
同
区
扇
二
T
　

目
の
各
一
部

事
業
施
行
期
間

平
成
4
年

1
月
2
0
Rか
ら
平
成
卜一
年

3
月
3
1日
ま
で

事
務
所
の
所
在
地

東
京
都

足
立
区
千
住
一
丁
目
4
番

1
8号

足
立
区
役
所
内

事
業
計
画
の
決
定
年
月
日
　

平
成
4
年
1
月
2
0日

事
業
決
定
後
の
事
務

・
土
地
の
地
積
の
実
測
確
認

申
請

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は

整
理
前
り
土
地
の
位
置
、
形

状
、
地
積
等
を
も
と
に
、
整

理
後
の
土
地
(
換
地
)
を
定

め
穿
歹
。
換
地
を
定
め
る
と

き
の
基
準
と
な
る
従
前
の
地

積
は
、
原
則
と
し
て
土
地
登

記
簿
の
地
積
を
も
と
に
し
ま

す
。し
か
し
、
土
地
に
よ
っ

て
は
、
実
際
の
地
積
と
登
記

地
積
と
が
異
な
る
場
合
が
あ

ひ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
變
R

土
地

所
有
者
は
実
際
の
地
積
を
証

明
す
る
図
面
等
を
添
え
、
地

積
の
確
認
を
施
行
者
に
申
請

で
岑
ま
す
。認
め
ら
れ
る
と
、

そ
の
地
積
が
換
地
を
定
め
る

も
と
に
な
り
ホチ

。

期
間
1

月
2
0日
～
3
月
1
9
　

日
(
期
間
を
過
ぎ
た
申
請

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
)

・
土
地
に
関
す
る
権
利
関
係

の
申
告
等

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は

換
地
設
計
、
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
の
選
挙
、
事
業

の
通
知
等
権
利
の
保
護
の
た

め
、
事
業
計
画
決
定
の
日
か

ら
、
換
地
処
分
の
日
ま
で
、

施
行
地
区
内
の
皆
さ
ん
の
土

地
の
権
利
関
係
を
正
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

権
利
の
把
握
は
、
土
地
登

記
簿
等
で
調
査
し
ま
す
が
、

借
地
権
等
の
権
利
に
つ
い
て

は
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
土

地
の
所
有
権
の
移
動
も
、
早

期
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
。こ

の
ぶ
つ
な
場
合
、
施
行
者
に

そ
の
権
利
の
種
別
、
内
容
等

を
申
告
、
届
け
出
し
て
い
た

だ
孝
尽
歹
。

権
利
の
申
告
・
届
け
出

①
借
地
権
の
申
告
(
建
物
所

有
を
目
的
と
す
る
地
上

権
、
賃
借
権
)

②
借
地
権
以
外
の
申
告
(

建

物
所
有
を
目
的
と
し
な
い

地
上
権
、
賃
借
権
、
永
小

作
権
等
)

③
権
利
変
動
届
(

①
、
②
の

権
利
の
名
義
、
面
積
等
の

変
動
、
権
利
の
消
滅
が
あ

っ
た
と
き
)

④
相
続
届
(

土
地
所
有
者
ま

た
は
借
地
権
者
等
に
相
続

が
あ
っ
た
と
き
)

・

建
築
等
の
制
限

「
事
業
計
画

」
の
決
定
後
、

施
行
区
域
内
で
次
の
よ
う

な

建
築
行
為
等
を
す
る
方
は
、

施
行
者
の
許
可
が
必
要
で

す

。
▽
建
築
物
そ
の
他
工
作
物
等

の
新
築

、
改
築
、
増
築

▽
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る

m
(

土
地
の
盛
土

、
切

土
な
ど
)

▽
移
助
の
容
易
で
な
い
物
件

の
設
置
、
ま
か
ほ

土
砂
の

た
い
積
す
る
豐

に

※
こ
れ
ら
は

、
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
た
め

、
土
地
区
画

整
理
法
第
7
6
条
1
項
で
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す

。

事
業
計
画

の

閲

覧

こ
の
高
野
土
地
区
画
整
理

事
業
を
行
う
た
め
、
法
律
に

基
づ
き
事
業
計
画
、
施
行
規

定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
・
問
合
せ
先

本

庁
舎
♀
住
)
・
区
画
整
理

係a
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹
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児
童
福
祉

(親
)医
療
証
は

1
月
1
日
切
り

替
わ
り
ま
し
た

ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
助
威

制
度
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
現
況
届
を
提
出
し
た
方
に
1

月
1
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
善
医
療
証
(
う
ぐ
い
す
色
)
を

送
付
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な

い
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

助
成
が
受
け
ら
れ
る
方

区
内

に
住
所
が
あ
り

、
医
療
保
険

の
加
入
者
で

、
次
に
該
当
す

る
児
童
(
1
8
歳
に
な
っ
た
年

の
年
度
末
ま
で
該
当

。2
0歳

未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の

あ
る
児
童
を
含
む
)
と

、
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
方
(
所
得
制

限
あ
り
、
表
6
)

▽
父
母

が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が

死
亡
、
生
死
不
明

、重
度
障

害
、法
令
に
よ
り
1

年
以
上

拘
禁
さ
れ
で
い
る

▽
父
ま

た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る

▽
父
が
い
な
い

(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎

し
た
児
童
で
父
に
認
知
さ
れ

て
い
な
い
)

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍

謄
本
(
申
請
者
・
児
童
)
1
　

通

▽
健
康
保
険
証
(
申
請

者
・
児
童
)

▽
印
か
ん
　

▽
身
体
障
害
者
手
嘸
、
愛
の

手
帳

▽
平
成
3
年
1
月
2
　

日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
発
行
の
平

成
3
年
度
所
得
証
明
書
(
児

童
扶
養
手
当
用
)

▽
区
内

に
住
民
登
録
り
な
い
方
は
、

続
柄
の
記
載
の
あ
る
世
帯
全

員
の
住
民
票
1
通

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が
申
請

す
る
場
合
に
必
要
な
も
の

▽

児
童
扶
養
手
当
証
書

▽
健

康
保
険
証

▽
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
児
童
医
療
相
当

表6　 ひとり親家庭医療費助成所得制限額表

所得から控除される額
・社会保険料相当額……… …… …… …… 80, 000 円
( 必ず控除できます)

・障害者控除……… ……… …… …… … 270, 000 円
・特別障害者控除… ……… …… …… … 350, 000 円
・寡婦( 夫) 控除… …… ……… …… … 270, 000 円
・寡婦( 特別) 控除…… ……… …… … 350, 000 円
・老年者控除……… ……… …… …… … 500, 000 円
・朧労学生控除…… …… ……… …… … 270, 000 円
・配偶者特別控除, 医療費控除, 雑損控除
小規模企業共済等掛金控除… …… …… …相 当 額

税

金

第
4
期
分
の

納
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

1
月
3
1日
は
、
特
別
区
民
税

・
都
民
税
第
4
期
分
の
納
期
限

で
す

。
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便

昜
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区

役
所
、
各
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

納
圦
憲
れ
の
区
・
都
民
税
、
軽

自
勣
車
税
が
あ
り
ま
し
た
ら
至

急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

相

談

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。次
の
保
育
園

で
は
。経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン

保
母
が
育
虞
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。お
子
さ
ん
の
す
こ
や
か

な
成
長
の
た
め
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。相
談
の
秘
密

は
厳
守
に
¥
チ
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
▽
興
　

野
保
育
園
西
新
井
本
町
4
　

1
1
9
1
2
3
昔
(
3
8
9
0
)
　

3
2
0
0
・
・
・
毎
週
月
・
土
曜
　

日
▽
親
隣
館
保
育
園
梅
　

田
4
1
2
9
1
6
昔
へ
3
8
　

8
9
一
3
8
6
0
・
・
・
毎
週
水
　

・
金
曜
日
▽
新
田
保
育
園
　

新
田
2
1
1
1
1
0
啻
{
3
　

9
1
4
}
6
4
6
6
・
・
・
`
m
″
J
心
　

火

・

木

曜
日

相

談

時

間

い

ず

れ

も

午

前
9
　

時

～

午

後
5

時

相

談

方

法

電

話

お

よ

び

面

接

問

合

せ

先

本

庁

舎

♀

住
)

・

児

童

助

成

係

ご
利
用
く
だ
さ
い

教
育
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は

、
学
校

に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

お
そ
い

、
落
ち
善
き
が
な
い
な

ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が

問
題
の
解
決
に
あ
た
n
乖

歹
。

・

面
接
に
よ
る
相
談

日
時
毎
週
月
曜
～
土
曜
日
　
　

(
第
2
・
4
土
曜
日

、祝
日
を

除
く
)
、午
前
9

時
～
午
後
5
　

時
(

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話

申
込
先

▽
教
育
セ
ン
タ
!

・
。

さ
へ
3
8
5
9
)
9
5
3
1
　

▽
綾
瀬
分
室
:
■
e
(
3
8
3
　
8

一
3
5
8
8

▽
鹿
浜
分

室
…
容
冫
j
8
5
6

粢
―
了
Q
‘

・
一

話
に
よ
る
相
談

日
時
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
　

日

、
午
前
9

時
～
午
後
4
時

3
0分

s
話
番
号
昔
(
3
8
8
4
デ

募

集

(財
)足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社

指
名
参
加
願
い

平
成
4
・
5
年
度
に
ま
ち
づ

く
り
公
社
が
発
注
す
る
工
事
の

指
名
参
加
願
い
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。登
録
を
し
な
い
と
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
が
発
注
す
る

工
事
を
受
注
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
日
時
2
月
1
0
日
～
2
1
日
　

(
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
を
　

除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
　

時
受
付
・
用
紙
配
布
場
所

ま
ち

づ
く
り
公
社
(

綾
瀬
2
-
3
0
　
1
6

、
東
部
工
事
事
務
所
6
　

階
)

配
布
期
間
2
月
3
日
～
2
1
日

問
合
せ
先

聊
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
公
社

(
3
6
0
4
7
7
6
3

非
常
勤
職
員

軽
自
動
車
登
録
等

の
受
付
補
佐
員

応
募
資
格

▽
高
校
卒
業
以
上

の
学
歴
の
方

▽
身
元
が
確

実
な
方

▽
お
お
む
ね
3
0
歳

以
上
5
0
歳
以
下

▽
区
内
ま

た
は
近
郊
に
住
所
の
あ
る
方

▽
職
務
遂
行
に
適
し
た
方

瞰
務
内
容

原
動
機
付
自
転
車

の
登
録
・
廃
車
の
受
け
付
け

、

臨
時
運
行
許
可
業
務
等
(

端

末
機
の
操
作
あ
り
)

雇
用
期
間
4

月
1

日
か
ら
1
　

年
間

募
集
人
数

若
干
名

動
瑪
条
件

週
3
2
時
間
動
務

給
与

月
額
1
5万
4

千
円

応
募
方
法

履
歴
書
(
市
販
様

式
の
も
の
に
自
筆
・
写
真
貼

付
)
を
直
接
窓
口
に
持
参

応
募
期
限
2

月
6
日

選
考

書
類
選
考
、筆
記
試
験
、

面
接

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
課
庶
務
係

讐

(
3
8
8
0
)
5
0
7
1

軽

自
動
車
税
係

昔
・
3
8
S
　
0
R

只
)
8

保
養

所

伊
豆
高
原
・
湯

河
原
あ
だ
ち
荘

4
月
分
の
利
用
案
内

4
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。(
ガ
キ
は

1
保
養
所
・
I
グ
ル
ー
プ
(
区

内
在
住
・
在
動
者
の
み
)
1
枚

に
限
n
乖
y
。重
複
申
し
込
み

や
、
叨
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み

は
無
効
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
人
で
の
お
泊
ま
り

は
で
章
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
が

t
t月
か
ら
変
更

区
民
保
養
所
の
申
し
込
み
が
6

月
分
か
ら
変
わ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

の
各
施
設
で
、
申
し
込
み
や
料

金
の
支
払
い
等
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法
が
変
わ
る
の
は
。

伊
豆
高
原
驫
河
原
あ
だ
ち
荘
、

上
総
湊
健
康
学
園
、日
光
・
塩
原

林
間
学
園
丿
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
T
。

新
し
い
申

込
方
法
等
は

。

「
あ

だ
ち
広

報

」
2
月
1
5

日
号
で
詳
し

く
お
知
ら
せ

し
ホ
歹
。

★児童館まつり記念講演会 ★

絵本づくりの
ア ト リ エから

「
1
4ひ
き
シ
リ
ー
ズ
」
で
お

な
じ
み
の
絵
本
作
家
い
わ
む
ら

か
ず
お
氏
の
講
演
会
で
す

。

自
然
に
囲
ま
れ
た
ア
ト
リ
エ

で
の
絵
本
づ
く
り
を
通
し
て

、

生
命
の
す
ぱ
ら
し
さ
を
そ
し
て

今

、
子
ど
も
た
ち
に
何
が
必
要

な
の
か
を
お
話
し
し
ま
す

。

日
時
2

月
1

日
(
土
)
、
午
後

2
時

場
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
4
階

ホ
ー
ル
(
入
場
無
料
)

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員

図
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

※
2
歳
以
上
の
幼
児
の
保
育
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
区
施
設
課
事
業
係

公
-
3
8
8
0
y
5
1
8
1

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
講
演
会
「
子
供
の
健
康
と

未
来
に
つ
い
て
」
2
月
1
5

日
、
午
前
9
時
4
5
分
～
1
1
時

4
5
分
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/

7
0
人
/
無
料
/
田
辺
酋
　
(

3
8
9
7
)
9
7
2
5

イ
囲
碁
入
門
・
初
級
(
新
光

会
2
)
2
月
6
日
か
ら
毎
週

木
曜
日
、午
後
6
時
～
8
時
(

全
2
0
回
)
/
花
畑
セ
ン

タ
ー
/
1
0
人
/
月
額
迦
円
/

皆
川
霓
3
8
5
8
T

6
7
8
(
午
後
7
時
～
9
時
)

=
募

集
=

☆
A
.
P
.
ジ
ャ
ズ
体
操
ク
ー
フ

ブ
毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0

時
3
0
分
～
正
午
/
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
/
入
会
金
2
千
円
、月

額
2
千
沺
円
/
山
内
昔
　
(

3
6
0
3
)
7
3
6
1

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず

み
)
金
曜
日
(
月
4
回
)
、午

前
1
0
時
～
正
午
/
青
年
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円
月
額
2

千
円
/
古
田
昔
(
3
6

0
5
)
2
9
3
8

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ーフ
ブ

毎

週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
～
1
1

時
3
0分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
迦
円
/
大
越

酋

(
3
8
8
5
)
5
5
7
0

☆
俳
句
初
歩
の
会

毎
月
第
3

日
曜
日
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分
/
産
業
振
興
館
/
月

額
瞋
円
、
学
習
誌
代
半
年
3

千
M
円
/
小
林

昔
(
3
8
8
1
)
0
1
2
0

☆
裏
千
家
茶
道
(
な
ご
み
会
)

土
曜
日
(
月
2
回
)
、午
後
1

時
～
8
時
/
東
和
セ
ン
タ
ー
/

月
額
3
千
円
/
森
田

さ

(
3
6
2
0
)
1
0
1
2

掲
示板

・

放
送
大
学
平
成
4
年
度
第

一
学
期
学
生
の
募
集

約
3
0
0科
目
の
中
か
ら
好
き

な
講
義
を
選

べ
、
好
き
な
時

間
に
学
べ
る
放
送
大
学
で
は

平
成
4

年
度
第
一
学
期
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

募
集
人
数

▽
全
科
履
修
生

・・・
7
千
人

▽
選
科
・
科

目
履
修
生
…
1
万
人

費
用

▽
入
学
料
:
全

科
1
　

万
5

千
円

、選
科
5

千
円

、

科
目
3
千
円

▽
授
業
料

・・・
1
単
位
3

千
5
0円

募
集
要
項
(

無
料
)

請
求
先

東
京
第
二
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
1
1
2文
京
区
大
塚
3
1
2
9
　
1
1
a
(
3
9
4
3
)
0

問
合
せ
先

放
送
大
学
本
部

修
学
指
導
課

酋
0
4
7
　
2
(
7
6
)
5
1
1
1

㈹

・

外
国
人
留
学
生
に
部
屋
を

貸
し
て
く
だ
さ
い

嬲
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
私
費
外
国
人
留
学
生
に

部
屋
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
方

を
擽
し
て
い
ま
す
。
貸
主
に

は
、
次
の
よ
う
な
特
典
が
あ

り
ま
す
。

指
定
契
約
金
の
交
付

▽
単

身
者
用
・
'
n万
円

▽
世

帯
用
・
:
1
7万円

改
修
等
の
助
成
金

ジ
ャ
ワ

ー
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
、
台
所
・
居
室
の
改

修
費
の
2
分
の
I
を
助
成

損
害
保
険
の
加
入

内
外
学

生
セ
ン
タ
ー
の
負
担
で
、

借
家
人
賠
償
責
任
保
険
、

住
宅
火
災
保
険
(
家
財
)
　

に
加
入
し
ま
す

く
わ
し
く
は
、
東
京
第
一

学
生
相
談
所

昔
(
3
9
5
1
)
9
1
0

里

で
。

・
償
却
資
産
の
申
告

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や

家
屋
の
ほ
か
に
事
業
用
の
償

却
資
産
に
も
か
か
り
ま
す
。

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
償
却
資
産
の
所
有
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
1

月
3
1日
(
金
)

申
告
場
所

。問
合
せ
先

足

立
都
税
事
務
所

霓
3
8
8
2
)
2
1
1
1

・
危
険
物
取
扱
者
受
験
準
備

講
習
(
同
和
対
策
事
業
)

日
時
2
月
1
2
・
1
4
・
1
7
・
　

1
9
・
2
5
日
、午
後
6
時
～
　

9
時
1
0分

費
用

無
料

申
込
日
時
1

月
2
8・
2
9
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
7
　

時
申
込
方
法

直
接
窓
ロ
ヘ

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

台
東
分
校

台
東
区
橋
場

1
1
1
1
6
S
(
3
8
　

7
6
)
2
9
6
1

・
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
2
月
3
日
～
3
月
3
1
　

日
対
象

高
校
生
以
上
の
男
女

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
　

昔
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2
　

西
新
井
税
務
署

き
(
3
8
4
0
T
1
1
1
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水の写真コン クール
入 賞 作 品 発 表

応
募
総
数
1
3
4点
の
中
か
ら

、

次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し

ま
し
た
(

敬
称
略
)
。

推
せ
ん

小
牧
行
雄
「
綾
瀬
川
」

特
選

飯
田
芳
正
「
休
日

」、
石

井
宏
美

「
こ
い
さ
ん

」

入
選

石
川
公
三
郎

「
真
夏
の

公
園
」
、
生
方
俊
典
「
親
子
そ

し
て
噴
水

」、
広
瀬
太
一
「
虹

の
広
場
に
カ
ン
ナ
の
咲
く

頃

」、
佐
野
静
子
「
木
洩
日
」
。

橋
本
裕
之

同

川
」
、ほ
か
佳

作
1
0点

な
お
、
応
募
作
品
の
写
真
展

を
閧
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧

く
だ
さ
い

。

日
時
1
月
2
3
E
～
2
9
日
(
2
8
　

日
は
休
館
日
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
6

時

(
2
9日
は
午

後
3

時
ま

で
)

場
所

西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
サ
テ

ィ
4
階
)

※
入
場
は
無
料

で
す
。

問
合
せ
先

水

と
緑
の
公
社

さ
(
3
8
3
　

8
)
8
1
2

推
せ
ん
作
品

小
牧
行
雄
　「
綾
瀬
川
」

中
央
図
書
館
講
演
会

旅
は
心
の
中
の

ア
ル
バ
ム
作
り

日
時
2

月
H
日
(
祝
)
、午
後

1
時
～
4
時

講
師

山
根
基
世
氏
(
N
H
K
　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

場
所
・
問
合
せ
先

中
央
図
書
館
　

酋
(
3
8
4
0
)
　
4
6
4
6

山根基世氏 緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
展
示

今
年
度
の
「
緑
の
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
を
、
次

の
と
お
り
展
示
し
零
歹
。

区
内
の
す
て
き
な
緑
の
記
録

を

、
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ

さ

い

。

日
程
・
場
所
▽
1
月
2
3
日
～
　
　

2
9
日
・
;
西
新
井
区
民
ギ
ャ
　

ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)
　

▽
2
月
2
日
～
1
4
日
・
:
上
野
　

公
園
緑
の
相
談
所

▽
3
月

1
日
～
扣一
日
…
舎
人
セ
ン
タ

ー

▽
3
月
2
3
日
～
3
1
日
・
:

梅
田
セ
ン
タ
ー

※
都
合
に
よ
り

、
日
程
等
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で

、
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

・
緑
化
係

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

東
部
区
民
ホ
ー
ル

改
築
工
事
の
お
知
ら
せ

区
民
の
皆
さ
ん
に
貸
し
出
し

施
設
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
東
部
区
民
ホ
ー
ル
は
、

老
朽
化
し
た
施
設
・
設
備
の
改

修
を
行
う
た
め
、
一
年
間
使
用

で
忝
9
`
な
り
ま
す
。

改
修
完
了
梭
は
、
あ
だ
ち
区

民
大
学
な
ど
、ひ
ろ
く
生
涯
学

習
事
業
を
行
う
施
設
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ホ
歹
。

工
事
期
間
中
は
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
の
ほ

ど
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

施
設
名
・
所
在
地
東
部
区
民
ホ
　

ー
ル
、東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7

改
修
工
事
期
間
平
成
4
年
4
　

月
1
日
～
5
年
3
月
3
1
日

問
合
せ
先

杰
ヱ
二
千
住
)
　

・
生
涯
教
育
推
進
課

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー

受 講生 を 募集 し ます

足立区公認スポーツ
指導員養成講習会

―専門科目 ―

スポーツ指導者の資質・指導力の
向上と、指導体制を確立するため、
｢足立区公認スポーツ指導者制度｣
を制定し ます。その指導者を養成す
る専門科目の講習会です。
日時・場所・種目　下表のとおり
対象 満20歳以上の方で、スポーツ
の指導をし ている方、および指導
者を目指す方

定員　各種目とも50人
費用　実費負担( 教材費など)
申込方法 往復ハガ キに住所､氏名、
年齢、性別、電 話番号、希望種目、
所属または指導し ているグループ
・サークル名を明記

申込期限　2月5日必着
※ この専門科目と、別に行う共通科
目の試験に合格した方を、｢足立区ス

ポーツ指導員」として認定し 、脊録
し ます。

区民「救急法」講習会
日時　に>2月22・29日、午後1時～
9時じ>2月23日・3月1日、午
前9時～午後5時( 全4日間)
場所動労福祉会館( 綾瀬プルミエ
内)
対象　16歳以上の区内在住・在動・
在学の方

講師　日本赤十字社指導員
定員60人( 抽選)
費用　910円( 教材費)
申込方法 往復ハガキに住所､氏名、
生年月日、職業、電話番号、「救急
法希望」と明記

申込期限　2月14日必着
- いずれも一

申込・問合せ先本庁舎( 千住) ・体
育振興係　〒120千住1 ―4 ―18

S3882 ―1111㈹

3 世代交流
第2 回 千住あそびまつり
あとなも子どももよっといで

ベーゴマ、お手玉。ケン玉、竹
うま…。千住の街の昔のガキ大将
が、遊びの腕前を披露します。お
じいちゃん、おばあちゃんから子
どもまで、昔の遊びを一緒に楽し
んでみませんか。
日時2 月9 日( 日) 、正午から( 雨
天の場合は2 月11日)

場所 千住公園( 千住s幻I I町35)
費用 無料
主催・問合せ先 子どもを育む地
毓連絡会、千住児童館

83882 ―2765

地
図
で
は
探
せ
な
い足立区青空一丁目
足立区の学校教育のイメ ージア

ップと、より一層の充実・発展を
目的としたポスターが完成。今回
は、「青空」をテーマにし ました。
紙面いっぱいに広がる青空と元
気な子傴たち。「伸びやかな創造力
や豊かな人間性を育む」ことをイ
メージしたものです。

《 教育委員会・指導室》

POP 広 告!
講習会 開催

お店のイメージアップにつながる
ホップ広告の作成について、講習会
を行います。自分の手ですてきなPOP

を作 つてみませんか。
日時2 月5 日( 水) 、午後1 時30分
場所 綾瀬プルミエ

内容 街ににきわいを、お店に魅力
と楽しさを「手軽にできるホップ
広告j の実技指導
講師 大久保秋人氏( 商業文化研究
所所長)
定員30 人程度( 先着順)
費用1, 500 円( 教材費実費)
申込方法 電話予約
申込・問合せ先 中央本町庁舎・商
業振興係03880 ―5191

ワープロソフト
入門教室

日時3月10日～12日【3日間】、
じ>午前コース…午前1a持～午後　　
1時【>午後コース…午後2時　　～
5時じ>夜間コース…午後6　　

時30分～9時
対象 初心者の方
定員 各コース20人
費用9, 0 叩円
使用機材NECPC9801
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、電話番号、希望コー
スを朗記

申込期限2 月3 日叱麕
場所・申込・問合せ先 サービス
センタ ーゆう 〒120綾瀬1- 4

、34- 7B3838 ―3586

男と女の料理教室
家事は女性だけの仕事ではあり
ません。生活的に自立した男性を
めざし、まず料理づくりからチャ
レンジしてみませんか。もちろん
女性も大歓迎です。
日時2月12日～3月11日の毎週　
水曜日、午後6時30分～8時30　
分( 全5 回)

対象 区内在住・在動・在学の方
定員40 人( 抽選)
費用 材料費4, 000 円( 5 回分)
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名( フリガナ) 、年齢。職業、電
話番号、希望理由、「男と女の料
理教室j と明記

申込期限2 月3 日必着
場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンター 〒123 梅田7- 33- 1　
エル・ソフィア内

。03880 ―5222

青年センター の催し
応援しますあなたの子育て
～子育て通信「らっこ」づくり～

子育ての体験や悩みを素材にして
新聞づくりをし ています。あなたも
仲間に入りませんか。
日時　1月31日( 金) 、午前1a痔～正午
定員　20人( お子さんの同伴可)
費用　無料
申込方法 電話予約

のびのび子育てくらぶ
｢音 で 遊 ぶ｣

日時　2月6日( 木) 、午前1a玲～11
時30 分

対 象　2 ～4歳 のお 子 さん と お母 さ ん
定員　40組( 抽選)
費 用　300 円
申 込方 法 往 復ハ ガ キに 住 所､氏 名 、
電話番号、( のひ厦) びﾓF育て」と明記

申込期限　1月31日必着

イベントスタッフを募集します
青年センターでは、アジアとふれ

あうイベントを企画しています。当
日の運営をｰ- 緒にやっていただける

スタッフを募集し ます。
日程2 月22・23日
内容 アジアから日本にきている方
とのふれあいをテーマとするイペ
ントの、各コーナーの運営
※ くわしくは、お問い合わせくださ
い。資料をお送りします。

新し い 和 食
私たちの食生活の原点である和食

に、新しい感覚を取り入れた、いわ
ぱ ヌ゙ーベル・ジャポネーズ｡。ご家
庭ですぐに役立つ 「おはし料理」の
数々を紹介します。
日時　2月20　・　27日、3月5・12日、
午後6時30分～9時

講師　厖藤ユキエ氏
定員　青年男女36人( 抽選)
費用　教材費6, 000円( 4回分)
申込方法 往復ハガキに住所､氏名、
年齢、電話番号、「和食」と明記

申込期限　2月13日必着
- いずれも一
場所・申 込・問合せ先 青年センタ
ー　〒123西新#1- 4　- 17

03890 ―0061RECYCLEPAPER
―森 林資 源を大切に ―

Se. T. H. A. 240, 000


